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9.ェアリード食器の研究から

1 フルー･トの発音における駆軌条件限界鳩

目 尺八腎の形状の微小変化が性能に及ぼす彩坪

九州芸術工科大学 安藤由輿

訴訳者は昭利35･tf･頃から､フルート､脂腎､尺八などrエアリード楽器Jと呼ばれる一

群の管食指を朋べている｡ここではそのlFIから､この研究会のノンバーに興味のあT)そう

な､h'J'IJ越にあげた二つの話題に一)いて以下の日次に従って述べる｡

1 7ルー トの発音における駆軌条仰臥押偵

1.7ル- ト研究の 日的 フルー トを吹唱する駆動条件と発生者物稚竜 との関係を明

らかにする｡

2.触動条件のJftH､及びこれを実現する実験装讃

3.I)'e杏のための重安条件 唇の存在､呼気流の臨 り(偏心)､伯心と低音吹喝可脂殺

人洗辿､偏心と倍一別荷造

1･.rii(奏家の古仏個性oj倍･1日EIYi.造における現れ

.L',.llN'究のJL;川 甥.･tしい歌lJ斬IbiJ杉の設'-i'､斬In')杉と継動条件限非佃との問係
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H 尺八管の形状の紬小変化が附抱に及ぼす形管

1.尺八研究のH的 尺八管の腎州 別犬(管制=こ沿った内径変化のバタン)と音f̂F.･音

色との関係をPIJらかにし､所柴の6-紺でかつ望ましい音色性能の尺八を設計する指針

を得る｡

2.音符とは 音綿を決定する管の音甘量一八唱周級数

3.音色を決TiLrする昏甘塩-I:lti･唱用級数特性

4.-'所紫の音律"､巾澄ましい音色l' 同じ指使いで吹き分ける低(乙)､高(甲)2酎判

のオタターフ̀音桜､7ドミッタンス･スペクトル

5.管内形状バタンと乙･-叩1111オクタ-7.･昏程 管の一部の内径を僅か1m変えると､

審伴が決淀的に変化する｡

6.既存の尺八の･Ef･糾疹正の試み､尺八管の管内形状の食器としての意疎

10.線形応答 とカオス

早大 ･理工 斎 藤 信 彦

§1 序

線形応答理論は統計力学に新 しい考えを導入 し,また有用な結果を提供 して来た｡しか､しそ

の成立の基礎は必 らず Lも明確でない｡先ず線形応答理論から導かれる正 しい関係 と,不都合

な側面 とをあげてみよう｡前者には

1. 感受率又は余効関数が,ある量の相関関数によって表わすことが出来る｡

2.揺動散逸定理

があるが,後者には

3.摂動論が使えないのではないか｡

4. エン トロピーが増大 しない

5.線形応答理論で求められる感受率は孤立感受率であって,熱力学操作 として期待 される
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